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令和５年度  第７回教育委員会定例会 
 

日時、場所及び出席者 

日時及び場所           出    席    者 

 

令和５年10月12日（木） 

             

午後２時００分 

     ↓ 

   午後３時２５分 

 

第２研修室                                            

 

教  育  長  坂 元  裕 人 

 

教 育 委 員 田 原  正 人 

 

教 育 委 員 葛 迫 幸 平 

 

教 育 委 員 田之上 厚美 

 

教 育 委 員  福 里 由 加 

 

教育総務課長 堀 留  豊 

             

学校教育課長 川 﨑 史 明 

 

社会教育課長 大 山   昭 

        

国体推進課長 米 田 昭 嗣 

 

 

会 議 要 旨 
１  開 会 

定刻、定足数に達しており、令和５年度第７回教育委員会定例会を開会した。 

 

 

２  令和５年度第６回定例会会議録の承認について 

  承認 

 

 

３  議 事 

  議案第 17 号 垂水市教育支援委員会答申について 

 

   

 

 ４ その他 

  

 

５ 委員並びに教育長及び課長報告 

 

 

６ 閉 会 
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議 決 事 項 

   件     名    提案理由  審議の状況 採決の次第 

 

議案第17号 

 垂水市教育支援委員会答申に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

垂水市教育支援委員

会の答申の内容につい

て、教育委員会会議の

議決を求めるものであ

る。 

 

 

 

 

 

 

非公開審議 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 事 内 容 等 

 

３ 議 事 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

 

４ その他 

 

教育総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議案第 17号 

垂水市教育支援委員会答申について 

 

（非公開） 

 

 

  

 

垂水市学校給食費損害賠償請求について 

 

平成11年に発覚した「垂水市学校給食費横領事件」に関して、９月議会

において、議案「垂水市学校給食費損害賠償請求権の権利の放棄について」

が上程され、審議の結果、可決されたことから、事件概要や損害賠償請求

権の権利放棄までの対応状況について説明を行った。 

 

第３期垂水市教育振興基本計画の見直しについて 

 

令和２年２月に策定された第３期垂水市教育振興基本計画の見直しにつ
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５ 委員並び

に教育長及

び課長報告 

 

田原委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いて、現在の状況について、説明を行った。 

 

 

委員並びに教育長及び課長報告に入る。 

 

 

 

９月19日、学校訪問でした。協和小は、まず資料が完璧でした。資料を

読むだけで学校の全体が見えるようでした。私が感心したのは、これまで

どこの学校でも見たことがなかった学校安全委員会の報告がありまして、

校長先生が職員の心身の健康を第一に考えていることがわかりました。大

事なことだと思います。辛いとか、嫌だとか言える職場の雰囲気は大切に

しなければいけないと思いました。新城小は、ＩＣＴ先進校でカタカナや

専門用語が随所に出てきており、アナログ人間の自分には、言葉を理解す

るのにハードルが高かったなと思いました。どの学年もタブレットを効果

的に活用していましたが、高学年の新城の未来を語る総合的な学習は突出

していました。ただ発表するときの声がもう少し大きい方がいいと思いま

した。 

10月１日は小学校の運動会があり、水之上小と松ケ崎小に行きました。 

水之上小の運動会は、開会式から雨がぱらぱら降る中で始まりましたが、

プログラム通り進行できてよかったでした。全体的に女子の方が多いのか

もしれませんが、女子の活躍というか、紅白の応援団長が２人とも女子だ

ったのでかっこいいなと思いました。それから、午前中だけの開催という

ことで地域との合同ができませんでしたが、地域の人たちが運動会はもう

いいがとならないか心配しています。松ケ崎小の運動会に初めて参加しま

した。グランドが広く、また、大漁旗が飾られ、ここは漁師の町なのだと

いうことを改めて感じました。家族リレーで家族全員が思い思いの距離か

らスタートし、お父さんが最後に追いかけるというパターンでしたが、お

父さんが一生懸命頑張っている、そういう元気のある人が多く感心しまし

た。 

10月８、10日は、国体のフェンシング競技を参観させてもらいました。

８日は雨でしたが、天皇・皇后両陛下が来られるということで８時に会場

に行きました。受付で社会教育課長に案内されて、氏名の確認や持ち物検

査を受けて会場に入場し、２時間40分くらい待って、両陛下が到着されま

した。私たちの座席からは２ブロックくらい離れておりましたので、要人

やＳＰに囲まれておられたので、なかなかお姿は見えませんでしたが、考

えてみれば、陛下と同じフロアで参観できたことは感動し、一生の思い出

となりました。10日は10時ごろ教育委員４名で時間を合わせて参加しまし

たが、会場は小学校席が確保されていて、座席に空きがないくらいいっぱ

いの参観者でした。まもなく、小学生たちが訪れて、会場が一気ににぎや

かになりました。競技も男女とも団体の決勝戦が行われ、選手がポイント

を上げるたびに大歓声が上がっておりましたが、特に小学生たちが応援グ

ッズを打ち鳴らすと大変盛り上がっておりました。なかなかフェンシング

の試合を見る機会はなかったので、身近に見ることができて大変良かった

と思います。市役所の皆さん、ボランティアの方々、特に国体推進課長お
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葛迫委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田之上委員 

 

 

 

よび国体事務局の方々、本当にご苦労様でした。垂水が国体競技会場でな

ければ、天皇・皇后両陛下が垂水に来られることはなかったでしょうから

本当に幸運だったと思いました。 

 

 

９月19日、協和小学校の学校訪問ですが、研究テーマである「国語科の

書くことの育成について」を考えながら授業を見ていましたが、子供達へ

の指導内容がとても分かりやすく、当たり前のことですが、「読むこと」、

「調べること」、「書くこと」、そして、「話すこと」を学びの中心に考

えての指導はとても素晴らしいと感じました。新城小学校ですが、５・６

年生の「総合的な学習の時間」でマインクラフトを活用し、「未来のまち

新城」の制作に、映像や言葉で表現する取組に驚きました。教師のファシ

リテーターとしての助言もそうですが、子供達の取組の中で発想からモノ

づくり、そして、プレゼンも今の子供達もこんなことまでしてすごくいい

なと思いました。これからの学習活動が大きく変わっていくなあと感じた

ところでした。 

９月10日に行われた垂水中央中学校体育大会は天候に恵まれ、まだ夏の

残暑が続いている中で熱中症に気をつけながら、水分補給を随所に入れて

いました。また、競技種目が減っている感はありましたが、短距離走が中

心で少ないなりに充実した体育大会になっておりました。何よりも事故や

熱中症による被害がなかったこと、これも体育大会を盛り上げたことにな

ったなと思いました。９月24日は、協和小学校と協和地区合同運動会、そ

して、牛根小学校と牛根地区の地域別の秋期大運動会を見学しました。こ

の日はちょっと秋めいた感じで、運動場に吹く風が何となく涼しく感じる、

そんな感じで拝見しました。この日の合同運動会は地域性が随所に見られ

ました。協和小学校では大漁旗が大空を埋め尽くし、その下で子供達が元

気いっぱい走り抜ける様子に我々も元気をもらいました。牛根小学校は、

境小学校が休校になっていますが、地域別では境地区の参加もあって、大

きな盛り上げを見せていました。 

コロナ禍の影響を受けて３年の延期で、今年やっと開催にこぎ着けたか

ごしま国体ですが、10月７日の開会式からはじまり、垂水市では８日から

フェンシング競技が開催されました。当日は雨の中でしたが天皇・皇后両

陛下が初めて大隅地方を訪れ、垂水市でもフェンシング競技を観覧される

ということで市民の方々が大変盛り上がりました。同じ空気を吸いながら、

また、同じ空間の中で一喜一憂しながらの天覧になったのではと思ったと

ころです。フェンシング競技３日目の10日にも観覧しましたが初日とは違

って気楽に観覧することができました。垂水市にこんなに多くの人々が集

まり、多くの方々の声援に驚きました。燃ゆる感動かごしま国体、そして、

その国体に携わった関係者各位には感謝したいと思います。 

 

 

９月の学校訪問は、協和小学校と新城小学校に伺いました。協和小学校

では、まず、資料の１ページからコメント付きの先生方の写真に見入って

しまいました。資料内容も見やすく、参観する中でも取組が実践されてい

るように感じました。子供達ものびのびと明るく、校内がいい関係なのだ



5 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福里委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ろうと思うことでした。新城小学校は、ＧＩＧＡの先進校で、授業の様子

もさすがだと感じました。また、地域の方の協力でふるさと教育も活発に

行われているようでした。今後、Ｐ戸数の減少、地域の高齢化などコロナ

禍を経ての課題とも向き合っておられるようで、良い方向へ進んでいけば

いいなと思いました。 

体育祭ですが、中央中は整然とした動きでやはり中学生だなと感じまし

た。全力で走り、演技し、応援する姿ににぎやかな体育祭が戻ってきたな

と感じました。柊原小は、校区との合同運動会で、多くの地域の方々の参

加のもとに実施されました。子供達は少人数ながら、みんな頑張っており、

一生懸命練習したのだろうと随所に感じました。校区種目でも集合が早く

皆さんいい笑顔で楽しんでおられました。本部テントには、子供達の運動

会へ寄せる決意を書いたものが掲示されており、みんなの運動会への思い

が感じられました。また、校庭のまわりにヒガンバナが植えてあって季節

感が感じられていいなと思いました。途中から垂水小学校へ行きましたが、

ちょうど、５，６年生のダンスでした。元気があり、とてもかっこいいな

と思いました。続く、１年生のダンスはとても可愛らしく、大きな学校な

らではの集団の美しさを感じました。それと高学年の子供達がよく役員と

して動いている様子を見ることができてよかったと思いました。 

本当に待ちに待ったかごしま国体が始まり、今も続いています。本市で

もフェンシング競技が開催され、初日と３日目に観戦しましたが、全国か

ら多くの選手、応援の方が来られて、熱戦が繰り広げられたようでした。

小中学校の観戦時は、一段と大きな声援が飛んでいました。両陛下をお迎

えして、多くの市民の方々もあちこちで歓迎されたと聞いています。垂水

市にとってもいいことだったと思いました。役員、スタッフ、多くのボラ

ンティアの方、教育委員会の職員の皆さん、素晴らしい大会を本当にあり

がとうございました。お疲れ様でした。 

 

 

９月10日、中央中学校の体育祭でした。数年ぶりの一日開催でした。夏

休み明けで１週間しか練習ができない中、当日はとても暑い日でしたが子

供達が一生懸命頑張る姿を見てとても感動しました。息子のクラスは運動

ができる子が少なく、クラス対抗リレーもいつも最下位だったみたいです

が、とにかく先生が負けたくないということで、担任の先生が練習をさせ

て、夕方の練習をみんなで頑張り、２番になることができました。また、

学年種目が自転車の輪回しでしたが、こちらも担任の先生がリレーでは勝

てないからこれでは絶対勝ちたいということで放課後も担任の先生が付き

っきりで練習をさせて、当日は１番を取ることができました。前日も担任

の先生の熱心さが伝わり、息子も先生のために勝ちたいと言っていました。

運動会が終わったあとも先生がすごく喜んでほめてくれたと嬉しそうに話

してくれました。１番だけが偉いのではなく、何かの目標に向けて頑張る

こと、一生懸命やることが大事だということが子供達にも伝わっていると

思いました。10月１日は小学校の運動会に出かけました。とても涼しい日

でしたが熱中症などで具合が悪くなる子が多かったようでした。小学校に

関しては、予行練習の日も具合が悪くなる子が多かったみたいなので時期

を見直す必要があるのかなと思いました。初めての半日開催の運動会に参
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加された方は少し物足りなさを感じた方もいらっしゃったみたいで、また

ちょっといい方法があるといいかなと感じました。 

８日は国体の天皇・皇后両陛下のお見送り、10、11日と観戦に出かけま

した。全国から多くの人が来られ、また多くの人が協力をされていました。

私の息子もボランティアで３日間、参加させてもらいましたが、オリンピ

ックの選手にサインをもらった。すごく優しい人だったと言っていました。

天皇陛下のお迎えも間近で見ることができましたが、子供より保護者の方

が喜んでいたようでした。すごくいい経験になりました。 

 

 

まず、運動会、体育大会ですが、それぞれご参加いただき、多く褒めて

いただき、また、来年に向けての提言をいただきありがとうございました。

あわせて、学校訪問の方ですが、こちらも、褒める点、またアドバイスも

いただきました。このことをしっかりと、学校は今後どうしていきますか

というような方向性を校長先生方に示してもらいたいなと思いながら、今、

聞いていたところでした。 

今日の話の中心はかごしま国体です。国体推進課長は足かけ６年、長く

関わってきて、最後、閉会式の時は何か胸に迫るものがありました。よく

みんなやってくれたなと課長、補佐をはじめ、社会教育課長も、国体推進

課長補佐かなと思うぐらいの動きをしてくれました。国体推進課と社会教

育課はほぼフル稼働するなど、とにかく教育委員会は一体となってやり遂

げた大会でした。また、市の職員も連日交代で対応してくれました。 

10月７日、総合開会式は私と国体推進課長と行きましたがだんだんと天

気が悪くなる中で、天皇陛下皇后陛下が入場してから出て行かれるまでの

間、雨が止んでいました。長渕剛が登場して、歌い始めた途端にまた雨が

降り出し、私もびしょぬれになって聴いていました。乾杯。歌は良かった

です。あれは本当に選手にとってはエールに聞こえただろうと思いました。 

10月８日、行幸啓ということで、天皇皇后両陛下が、御召船に乗られ、

港の方でも歓迎を受けられて、体育館の方に入って見られましたが、やは

りお人柄、すごく温かみがありました。やはり愛すべきは園児です。「天

皇陛下皇后陛下、また来てね」という声に、笑顔で振り向かれていました。

もう最後の最後まで本当に名残惜しい感じで子供が大好きなんだなと、温

かさを感じる時間でございました。 

10月９日、三笠宮瑤子様がお見えになり、薩摩ボタンの視察をされると

いうことで社会教育課長が対応をされました。 

肝心のフェンシングですが、選手は一生懸命でした。けががなければ、

本当はもっと上の成績が残せたと思います。救いだったのは、男子サーブ

ルで決勝まで行ってくれたこと、それを小学生が観戦できたこと。これは

喜んだと思います。それから観覧者数ですが、国体推進課長の発表により

ますと、トータルで5,000人近い観覧者があったということです。量的にも

質的にも非常にいい大会だったと思います。テレビでも子供たちの声援が

力になったという報道がありました。まさしく、選手の元気の源は声援で

やはりモチベーションが上がるみたいです。ということで、成功裏に終え

ることができたのかなと思っています。国体推進課長、そして課長補佐、

社会教育課長をはじめ、皆さんの労をねぎらいたいと思います。また、子
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教育総務課長 

学校教育課長 

社会教育課長 

国体推進課長 

 

 

６  閉 会 

 

 

 

 

 

供たちもこれをまたいい経験としてスポーツを通して、モチベーションを

上げて、学校生活、スポーツ面をはじめ、いろんな面で生かして欲しいな

と思っております。 

  

 

 

９月９日から 10月 12日までの主な行事等について各課長が報告。 

併せて、10 月 13 日から 11 月 10 日までの行事予定についてお知らせし

た。 

 

 

 


